
  赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています。 
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発行： 社会福祉法人 豊島区民社会福祉協議会 

豊島ボランティアセンター 

〒170－0013 豊島区東池袋 1－39－2 区役所東池袋分庁舎 4階 

TEL 03－3984－9375  FAX 03－3981－2946 

Eメール tomonii@t.toshima.ne.jp 

URL http://toshima-shakyo.or.jp  

月～金曜日 8：30～17：15（土日・祝日・年末年始は休み） 

2019年 12月号 
毎月 15日発行 

Vol.282 

第第第 333111 回回回ふふふくくくししし健健健康康康まままつつつりりり   
ボボボララランンンテテティィィアアア大大大募募募集集集‼‼‼   

豊島ボランティアセンターでは、社会福祉や健康増進、ボランティア活動の 

啓発、区民の参加と世代や障がいを超えた交流を目的として開催される 

｢ふくし健康まつり｣のお手伝いをして下さる方を募集しています。 

初めての方も大歓迎♪下記の事前説明会にご参加ください。 

※高齢者元気あとおし事業のスタンプ対象ボランティアです。事前にお申出ください。 

♦事前説明会日時：令和 2年 1月 10日(金) 18:00～19:30  

※要事前申込 

♦説明会会場：社会福祉協議会会議室 

(東池袋 1-39-2 区役所東池袋分庁舎 3階) 

♦ふくし健康まつり開催日(活動日)：令和 2年 1月 26日(日) 

10:00～15:00(来月号に詳細) 

♦まつり会場：としま区民センター・中池袋公園 

♦活動内容：会場案内やイベント補助、PR活動、保育・介護の応援など 

問合せ：豊島ボランティアセンター 3984-9375 

《年末年始のお知らせ》 12月 28日(土)から 2020年 1月 5日(日)まで、お休みします 
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｢手話サークルだんぼ｣さんは、現在会員募集中です。問い合わせは下記まで。 

問合せ:豊島ボランティアセンター TEL 3984-9375 

 

いきいき! 
ボランティア 

｢手話サークルだんぼ｣は、毎月第2火曜日(例外あり)19:00～20:15に 
活動している団体です。平成6年、手話を学びたい人が集まり学習をしたのが 
始まりで、手話や聴覚障がいについて等の学習や、交流等をしている団体です。 
現在、9名の方が活動しています。 
 

手話サークルだんぼ 

 
今回は、豊島区で活動中のボランティア団体のうち、当ボランティアセンター活動室を 

利用している｢手話サークルだんぼ｣さんにお話をうかがいました。 
 

～活動を通して様々な人との出会いがあり、 

聴覚障がいについて知ることもできる～ 

ついて知ることができる～ 

～ 

手話サークルだんぼに参加されている方からは、 
 

・手話を覚えたいと思っていたので。 
・テレビで手話のドラマを観て。 
・参加していた友達に誘われた。 
・夏!体験ボランティアで手話を行っている様子を、学校で 
 知ったので。 
 
 と、活動を始めたきっかけが聞かれました。少しのきっかけ
で新しい世界が開けたそうです。また、 

 
・相手の手話が分からない時もある。 
・自分で手話が出来ない時は、聴覚障がいの方と 

コミュニケーションが出来ない。 

 

と、活動における苦労も聞かれました。 

Vol.4 
 

 

～参加者と交流したことで 
手話が出来るようになりました～ 

(手話サークルだんぼ 会員より) 

【写真について】 
手話で都道府県を表現しながらビンゴゲームをしている
ところ。 
｢熊本県｣を男性が表現しています。 
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ボランティア募集！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

広域援農ボランティア 
東京都内で、1回から気軽に参加可能。お休みの日に、東京

の畑で汗をかきませんか。 

▼内容：農作業の手伝い(未経験可) 

▼日時：URLの募集情報から自分の都合のよい日時を選択 

▼条件：①農家の指導に従って農作業のお手伝いができる

こと、②無償で援農活動に参加できること(交通費、作業

被服、飲み物、弁当等、全て自己負担)、③電子メールで

当財団･農家と連絡がとれること、④高校生以上であり、

屋外で農作業ができる体力を持っていること、⑤ボラン

ティア活動に理解があり、受入農家･他のボランティアに

迷惑をかけない等、基本的マナーが守れること、⑥｢当 

ボランティア登録における確認事項｣の内容について承諾

できる方、①～⑥全ての条件を満たす方。 

▼活動場所：URLの募集情報から自分の希望する場所を選択 

▼申込：URLよりボランティア会員登録(無料)、フォーム 

より必要事項を入力 

▼その他：詳細はURLにて 

▼問合せ先：東京都農林水産振興財団 広域援農 

ボランティア担当 

TEL 042-528-1357  

Eメール supporter@tdfaff.com 

URL https://agrivolunteer-tokyo.jp 

 

 

 

 

 

 

東京国立博物館 
2020年4月から3年間活動するボランティアを募集します。 

あなたもトーハク(東京国立博物館)のボランティアとして

活動してみませんか？ 

▼内容：①基本活動…体験コーナーの運営･館内各所での 

お客様案内･ギャラリートーク等の補助･職場体験の 

生徒のオリエンテーション等、②登録制基本活動… 

ワークショップ運営補助･イベント運営補助･バリア 

フリープログラムの実施･学校向けプログラムの実施、 

③自主企画活動…ガイドツアー･ワークショップ･お茶会･ 

ワークシートの作製等 

▼日時：①月2回以上(必須)、②③任意 

▼活動場所：当施設(上野駅) 

▼条件：❶2020年4月1日現在18歳以上、❷1ヶ月に2日間 

以上、固定の曜日に基本活動(10:00～17:00)可能、❸ 

研修※をすべて受講可能、❹2020年4月から3年間継続 

して活動可能、❺当博物館が好きで、当博物館ボランテ

ィアについて正しく理解し、協調性を持ち、来館者のた

めの活動ができる、❻日本語によるコミュニケーション

に支障なし、の全ての条件を満たす方 

※2020年4月4日(土)、11日(土)、12日(日)と4月14(火)～

26日(日)のうち、活動曜日に該当する1日(すべて終日) 

▼募集人数：50名程度 

▼受付期間：2020年1月9日(木)17:00必着 

▼応募方法：専用の応募用紙(当博物館URLよりダウン 

ロード)に必要事項･用紙裏面の作文を記入。顔写真添付

し、切手を貼付した返信用封筒を同封し、郵送。応募封

筒の裏面に、朱書で｢ボランティア応募用紙在中｣と明記 

▼申込：郵送のみ 

▼その他：書類選考後、面接による二次選考あり 

▼問合せ先：東京国立博物館ボランティア室 

 〒110-8712 台東区上野公園13－9 

 TEL 3822-1111 

 URL https://www.tnm.jp/ 

 

 

特別養護老人ホーム東池袋桑の実園 
｢あなたでよかった｣｢ここでよかった｣をモットーに運営 

しています。特別養護老人ホームに入居中の方々への 

楽しみを増やすために、ボランティアとしてお手伝いして

いただけませんか？まずはお電話ください。 

▼内容：①会話･活動補助･理髪など、②演奏･歌･余興など、

③生花･書道･絵手紙等、④イベントの手伝い 

▼日時：10～16時の間で2時間程度(応相談、活動内容に 

より変更可) 

▼条件：特になし(継続できる方歓迎) 

▼活動場所：当施設(大塚駅) 

▼申込：TELにて 

▼問合せ先：東池袋桑の実園 担当:羽部(はべ) 

 TEL 5928-1360 

  Eメール higashiikebukuro@kuwanomien.jp 

  URL http://www.kuwanomien.jp/ 

 

活動までの流れ 

施設･団体での活動の場合 

①活動を希望する「連絡先（担当者）」へ直接連絡を 

入れる。 

②質問事項等があれば事前に伝え、面接日等の確認を 

する。 

個人の場合 

①当センターで、職員から詳細説明を受ける。 

②職員が顔合わせの日程調整を行う。 

③職員同席のもと、募集者と直接会って活動内容の確認

や今後の予定等について話し合う。 

④顔合わせが無事に終了したらコーディネート成立！ 

お互いの連絡先を交換する(以降、連絡は直接行う）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜施設・団体＞ 
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アフタースクールの会 
障がい児のための学童クラブです。放課後や長期休暇中に

子どもをあずかり、遊びや活動を通して生活能力の向上を

はかっています。未経験でも可。一緒に楽しい思い出を 

作りませんか？ 

▼内容：子どもたちの遊び相手、お出かけ引率、スタッフ

の手伝い 

▼日時：月～金放課後 14:00～18:00(土日祝日は休み)、 

学校休業日(長期休暇など)は9:00～18:00 

▼条件：子どもと遊ぶことが好きな方 

▼活動場所：当施設(千川駅) 

▼問合せ先：放課後等デイサービスアフタースクールの会 

 担当:伊藤 

 TEL･FAX 5926-8300(9:00～18:00) 

 Eメール after-school@willcom.com 

  

 

新大塚みんなの広場 
2018年にオープンした、地域の大人が子どもを見守る 

放課後の居場所です。新大塚駅そばのお寺で月2回程度、 

ゆるやかに開催しています。地下鉄丸ノ内線新大塚駅付近

にお住いの方もそれ以外の方も大歓迎です。 

毎回参加できなくても構いません。子どもたちと一緒に楽

しい時間を過ごしませんか？ 

▼内容：子どもの話･遊び相手、学習支援、イベント参加 

▼日時：12月17日(火)、2020年1月8日(水)･20日(月)、2月6

日(木)･18日(火)、3月6日(金)･18日(水) 15:30～

18:00(時期に応じて変動の可能性あり) 

▼活動場所：遠妙寺｢自彰会館｣(新大塚駅) 

▼条件：子ども好きな大人･学生 

▼申込：電話にて 

▼問合せ先：新大塚みんなの広場実行委員会 担当:小川 

 TEL 3941-4191(10:00～16:00) 

  

おもちゃの図書館｢あいじえん｣ 

大塚にあるおもちゃの図書館｢あいじえん｣でボランティア

をしてみませんか？障がいのあるお子さん、ないお子さん

と一緒におもちゃで遊びながら楽しい時間を過ごします。 

開館日にお手伝い下さる方、おもちゃの修理等をして下さ

る方、手作りのおもちゃを作って下さる方、大歓迎です！ 

お気軽にご連絡ください。 

▼内容：障がいのあるお子さん、ないお子さんとの遊び  

相手等 

▼日時：原則毎月第2第4月曜日 12:40～15:30(祝日は休み)  

▼条件：高校生以上 

▼活動場所：福祉財団ビル3階中央愛児園内 おもちゃの 

 図書館｢あいじえん｣(大塚駅) 

▼その他：活動しやすい服装(ボランティアの方専用の 

エプロンを着用して活動)、ボランティア保険加入必須。 

▼問合せ先：全国心身障害児福祉財団事務局 担当:原 

 TEL 5927-1284  FAX 5927-1281 

 Eメール gyoumubu@shougaiji-zaidan.or.jp 

 

ふくろうデイサービス 
笑顔とユーモアあふれるアットホームな18名定員の地域 

密着型デイサービスです。初めての方大歓迎。 

共に盛り上げてくださる方、お気軽にご見学ください。 

▼内容：話し相手、レクリエーション補助、囲碁･麻雀･ 

将棋の相手、音楽活動、絵手紙、書道、メイク、アロマ 

トリートメント等     

▼日時：月～土 8:00～17:00の間(1時間から可、応相談)  

▼持ち物：上履き 

▼活動場所：当施設(北池袋駅) 

▼募集人数：随時募集中 

▼その他：毎月1回、第3日曜日に多様性交流サロン 

｢音っこサロン結｣開始。参加者同時募集。   

▼問合せ先：ふくろうデイサービス 担当:長塚 

 TEL 5992-3667 FAX 6907-0304 

 Eメール fukuroudaysa-bis@lily.ocn.ne.jp 

  URL http://www.fukurousan.co.jp 

 

あしつよ巣鴨 
傾聴ボランティアや施設内(スタッフ)のお手伝いをして頂

ける方を募集中です。身体を動かすのが好きな方やお話が

好きな方はもちろん、運動が苦手な方、初めての方でも 

ご参加頂けます。駅から近くで、通うのも便利です。 

緑いっぱいの当施設にお気軽にご連絡ください。 

▼内容：利用者の話し相手、お茶の提供、体操参加。 

▼日時：月～金 9:00～12:00、13:30～16:30(時間応相談) 

▼活動場所：当施設(巣鴨駅) 

▼その他：動きやすい服装でくつ下着用。 

▼問合せ先：あしつよ巣鴨 担当:柴崎   

TEL 03-5961-5575 FAX 03-5961-5576 

 Eメール shibazaki.yuuta@hosi.co.jp  

 

 

特別養護老人ホーム 千川の杜 
特別養護老人ホームにて、入居者と一緒に楽しい時間を 

過ごしませんか。 

▼内容：楽器の演奏、クラブ活動の手伝い、施設内の掃除 

▼日時：要相談 

▼活動場所：当施設(千川駅) 

▼条件：要相談 

▼対象：不問 

▼募集人数：若干名 

▼問合せ先：千川の杜 担当:中畑 

 TEL 5917-0370 FAX 3972-2510 

  Eメール soudan-senkawanomori@nanokakai.jp 

  URL http://nanokakai.jp/senkawa-no-mori 
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日本語サークル 
日本語練習の相手をしてくれる方歓迎。中国をはじめ外国

の方々とお話をしてみませんか？ 

▼内容：外国出身の方々との会話、日本語学習のサポート 

▼日時：①毎週火曜日19:00～21:00、②毎週土曜日 

 14:00～16:00、①②祝日は休み 

▼活動場所：東部区民事務所3階(大塚駅) 

▼条件：高校生以上 

▼持ち物：筆記用具 

▼その他：参加申し込みの連絡不要。直接会場へ(初回のみ

簡単な説明があるので、15分前に会場へ) 

▼問合せ先：①火曜日本語サークル 担当:慶世村 

(きよむら)、②土曜日本語サークル 担当:西 

 TEL ①3935-0056、②3917-5874 

 

介護老人保健施設 安寿 
通所リハビリに通われている方々の利用時間を有意義なも

のにするため、教室を開催しております。 

▼内容：利用者対象書道教室(10名～15名前後)の講師 

▼日時：月1回、第3木曜日13:30～15:00(応相談) 

▼活動場所：当施設5階(雑司ヶ谷駅) 

▼条件：書道の指導が出来る方 

▼募集人数：1名 

▼その他：交通費及び希望があれば昼食提供 

▼問合せ先：安寿 担当:野口 

 TEL 5956-8200 

  FAX 5956-8201 

 Eメール zuiunkai.noguchi@rouken-anju.jp 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3日で資格が取れる‼ 

家事援助スタッフ育成研修 
 

▼内容：｢介護保険制度の概要｣｢コミュニケーションの手法

と訪問マナー｣など、家事援助スタッフとして働くための 

知識や技術を学べる3日間の研修 

▼日時：2月10日(月)･11日(火/祝)･12日(水)9:00～15:30 

▼場所：ケアハウス菊かおる園1階集会室(庚申塚駅) 

▼対象：区に在住･在勤･在学の18歳以上の働く意欲の 

ある方 

▼参加費：無料 

▼定員：50名程度 

▼申込:12月21日発行｢広報としま｣及びURL参照 

▼その他：研修修了生は、区に住民登録がある要支援1･2 

相当の方を対象とした訪問型サービス(家事援助のみ)に

従事可能。最終日は、区内の介護サービス事業者との｢就

職相談会｣に参加可 

▼問合せ先：区役所高齢者福祉課総合事業グループ 

 担当:林田･宇梶 

 TEL 4566-2435 

  URL http://www.city.toshima.lg.jp/426/1808301043. 

html 

 

 

JAMES塾 
▼内容:紙芝居の実演、演じ方を学び、実際に演じることで

新しい自分を発見する講座 

▼日時：1月14日(火)13:00～17:00、2部構成 

  ①紙芝居を楽しむ、②詩の朗読･歌(交流会)、 

▼場所：としま区民センター(池袋駅) 

▼参加費：無料 

▼その他：2月より毎月第2月曜日 

▼問合せ先：JAMESの紙芝居事務局 担当:高井 

 TEL 080-7307-0316 

  FAX 3987-5590 

  Eメール james.earth.kamishibai@gmail.com 

 

 

 

 

 
 

＜講座情報＞ 
 

 

いんふぉめ～しょん 

～information～ 
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｢介護とお金｣講座第9回 

ついの住まいは施設か?在宅か? 
▼内容：高齢者施設の現状とこれから、地域で進む在宅化の動きに

ついて事業者が報告する  

▼日時：1月25日(土)18:30～20:30(受付18:15～) 

▼会場：東京芸術劇場 (池袋駅) 

▼講師：長沼 和子氏(当会代表理事) 

▼参加費：500円 

▼持ち物：筆記用具 

▼定員：30名(先着順) 

▼締切：定員になり次第 

▼申込：電話･メール･URLにて 

▼問合せ先:：くらしとお金の学校 担当:石井 

 TEL 048-826-5428  FAX 048-851-5231  

Eメール jimukyoku@kurakane.org 

URL http://kurakane.org 

 

 

 

 
 

 

 

東京グレートサンタラン2019 
▼内容：サンタクロースの衣装を着て、楽しく走って、国内にいる

病気と闘う子供たち＆海外の貧困の中にいる子どもたちを応援す

るチャリティイベント 

▼日時：12月22日(日)ラン10:30～(受付9:30～)、ファンウォーク

13:00～(受付10:30～)、オープニングセレモニー12:20～ 

▼会場：駒沢オリンピック公園(駒沢大学駅) 

▼定員：5,000名(先着) 

▼参加費：大人3,300円、学生(高校生･大学生･専門学校･大学院

生)2,200円、ジュニア(3歳～中学生以下)1,100円、※チケット 

購入、サンタクロースの衣装付き･衣装持ち込みともに同料金

(税込) 

▼参加資格：サンタクロースの衣装を着用していること(衣装は 

手作り･既製品不問) 

▼その他：①ラン＆ファンウォーク、②ファンウォークよりコース    

 を選択。雨天決行(荒天の場合中止になる可能性あり、その際 

参加費は返金せず、プレゼント代に使用) 

▼問合せ：認定特定非営利活動法人フリー・ザ・チルドレン・ 

ジャパン 

TEL 6321-8948 FAX 6323-6504 

Eメール info@ftcj.com 

【チケットに関する問合せ】 

 TEL 0570-06-9911(10:00～18:00・土日祝含む) 

 URL http://eplus.jp/qa/ 

 

 

 

ボランティア･市民活動支援総合基金 

ゆめ応援ファンド 
▼助成内容：地域住民や民間団体のボランティア･市民活動に 

対する助成 

▼対象団体：ボランティア･市民活動団体、またはそれらを推進 

している民間非営利団体で、①～⑥いずれかの事業(一般社団法

人の場合は非営利徹底型のみ対象)、①学習会･研修会の開催( 

グループ･団体の定例化事業は除く)、②調査･研究の実施、③ 

器具･器材の開発･購入(消耗品や既に購入した器具･器材は除く)、

④活動にかかわる市民への啓発の実施、⑤ボランティア･市民活

動団体による先駆的･モデル的活動、⑥その他(特に当事者 

グループ･セルフヘルスグループなど、同じ経験や体験のある者

同士の会の活動やつどいの実施などを助成対象の重点とする) 

▼助成金額：1件につき原則として50万円以内 

▼申込期間：2020年1月31日(金)当日消印有効、 

 持ち込みの場合は17:00まで 

▼申込方法：所定の助成申請書をURLよりダウンロードし必要事項

記入後、郵送または持参 

▼問合せ先：東京ボランティア･市民活動センター ゆめ応援 

ファンド助成係 

〒162-0823 新宿神楽河岸1-1 

TEL 3235-1171 FAX 3235-0050 

URL https://www.tvac.or.jp/ 

 

CO-OP共済 
▼助成内容：生協と他団体が協同し地域のくらしを向上させる活動 

 に対する助成 

▼対象団体：日本国内を活動の場とする生活協同組合、特定 

非営利活動法人、任意団体、市民団体(設立予定の団体も可) 

のうち、①生活協同組合以外の団体が応募する場合には、活動 

内容が生活協同組合と協同して行うもの、②生活協同組合が 

応募する場合には、生活協同組合以外の団体と協同して行うもの 

①②いずれか必須 

▼助成金額：1事業あたり上限100万円、総額2,500万円(予定)、 

▼助成対象：資材費・消耗品購入費・旅費交通費・印刷製本費など

活動に直接関わる経費、応募団体および協同する団体に所属する

方に対する謝礼金等を除く講師謝礼・指導料など 

▼対象活動：❶くらしを守り、くらしの困りごとの解決に資する 

活動、❷命を守り、その人らしい生き方ができるようにする 

活動、❸女性と子どもが生き生きする活動 

▼対象期間：2020年4月1日～2021年3月31日の間に実施する活動 

▼申込期間：2020年1月7日(火)～1月31日(金)当日消印有効 

▼申込方法：URLより応募用紙をダウンロードし、必要事項記入後、

定款(応募団体が当共済連の会員生協である場合は不要)、見積書

等(申請する費用の根拠となる資料)を揃えてEメールまたは郵送

で申請。詳細はURLにて。 

▼問合せ先：日本コープ共済生活協同組合連合会 渉外・広報部 

 地域ささえあい助成事務局 

 〒151-0051 渋谷区千駄ヶ谷4-1-13 

 TEL 6836-9320(平日10:00～17:00) FAX 6836-1321 

 Eメール contribution@coopkyosai.coop 

 URL http://coopkyosai.coop/  

＜助成情報＞ 
 

＜イベント＞ 
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参加報告 

 
《参加者からの声》 

・帰宅困難者への区の対応を再確認できたことや、 
聴覚障がい者の方々も含め、色々な方と手話でお話 
ができ有意義な半日だった。 

・災害時には言葉が通じないことで意思疎通が 
できないリスクがある事に気付いた。 

・一時滞在施設として、いくつもの企業が場所を 
提供してくれることが素晴らしいと思った。 

・実際に災害が発生したらどうなるのだろうか 
ということを考える良い機会になった。 
 

地域の皆様に障がいについての知識と理解を深め、理解する心や支援者になる意識を育むことを目的

に実行委員会主催の精神保健福祉ボランティア入門講座を開催しています。 

｢オリエンテーション｣｢体験｣｢交流｣の3 部構成となっており、今年は9 月～11 月に実施しました。 

 

 

 

講師と実行委員

スタッフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊島区では、首都直下型地震に備え池袋駅周辺で帰宅困難者対策訓練を実施しています。今年度は、令和元年11

月14日<木>に行われました。大規模災害が発生した場合、鉄道の運行停止などにより池袋駅周辺に多数の帰宅困難

者が発生することが想定されます。帰宅困難者対策訓練は、区災害対策本部･現地連絡調整所･東西口情報提供 

ステーションなどの災害対策活動拠点と鉄道･集客施設各事務所･防災関係機関及び物質輸送業者が連携して、駅 

周辺の混乱防止に努めるとともに訓練参加者等へ防災意識の啓発を図る目的で行われています。訓練当日、豊島区

民社会福祉協議会からは、災害ボランティア登録者を含む14名で帰宅困難者役として参加しました。今回は池袋駅

近くにある専門学校生とともに、聴覚障がい者団体の皆さんや知的障がい･視覚障がいのある方達と同じ一時滞在 

施設に向かいました。 

今回参加できなかった方も、体験先となった
施設の一部では、ボランティアを随時 
募集しています‼ 
関心のある方、ぜひ活動してみませんか？ 

交流会ではゲームをしたり、ボランティア

体験を通して受講者の皆さんが感じたこと

を話し合い、貴重な時間を持つことができ

ました。当初は不安そうな表情を浮かべて

いた受講者も、体験を経て当事者と自然に

交流ができたとの感想がありました。 

 

問合せ先：豊島ボランティアセンター 

     3984-9375 
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被災地でのボランティア活動を希望する方へ 
 
たくさんの方のご協力によって、被災地は少しづつ復興の兆しを見せており、同時に被災地のボランティアに対する需要も変化して

います。被災地のボランティアに行く前に、必ず現地での情報を確認してください。 
 

▼災害ボランティアに関する情報源 

全国社会福祉協議会 https://www.saigaivc.com/ 

東京ボランティア･市民活動センター https://www.tvac.or.jp 

 

凄まじさがうかがえました。交通機関が寸断されてい
たこともあり、ボランティア数は想定よりもかなり 

少ない状況でした。11月に入ってか
らはボランティア不足がマスコミに
取り上げられたこともあり、県内外
からたくさんの支援が寄せられ 
ました。11月末時点で依頼のあった
ケースの8割は終了、12月からは県
内外へのボランティア募集は土日の
みという運営体制に変更となるとの
ことです。 

 
床下に潜って泥出し作業ができるボランティアの協力
を求めており、被害の大きかった地域の生活再建のは
まだまだ多くの人の手が必要な状況です。 
 
 5日間という限られた期間でしたが、今回の経験を豊
島区災害ボランティアセンターの運営に活かして 
いきたいと思います 
 
豊島区民社会福祉協議会では、大規模災害発生時に 
おける支援活動などを目的に災害ボランティアの養成 
講座を行っております。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

舩曳愛子、浅野雄太、野口弘志、中島康一、金井茂子、朝陽科技

大学孫彰良、(有)デイリー大橋、(株)光通信、ゆいまある、 

リマナリュラル(株)、シスナブ健康文化クラブ、(株) 

ノーサンサービス、サポートタクシー池袋、税理士法人 

第一経理、明治大学校友会豊島区地域支部、明治安田生命

保険相互会社法人サービス部、早稲田速記医療福祉専門 

学校、上池袋豊寿園、特別養護老人ホーム菊かおる園、 

としま未来文化財団、巣鴨駅前郵便局、池袋駅前郵便局、

区民ひろば豊成、雑司が谷地域文化創造館、富士見台 

小学校、 

区役所(西部生活福祉課、税務課、土木管理課、 

障害福祉課、地域保健課、子育て支援課、) 

匿名8名 

※敬称略・順不同 

 

 

 

     

 

 

 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 

 
 

使用済み切手の収集や寄付は、だれでも気軽にできる 

ボランティア活動です。 

収益金は社会福祉協議会の貴重な財源として、様々な地域 

福祉事業に役立てられています。 
 

集めた使用済み切手は、豊島ボランティアセンターまでお

持ちいただくか、郵送してください。 

 

※「としまボランティアセンターだより」にお名前の 

掲載を希望されない場合は、その旨お伝えください。 

 

 

〈切手の集め方〉 

封筒からはがさずに、 

切手のまわりを 

５㎜～1㎝くらい残して 

きれいに切り取ってください。 

封筒からはがす必要はありません。 

※日本切手と外国切手は分けて 

ください。 

令和元年10月の台風15号･19号の影響により記録的な 
大雨となり、全国的に河川の氾濫や浸水、土砂災害、 
家屋の破損など甚大な被害をもたらしました。被害に 
遭われた皆様に心よりお見舞い申し上げます。 

 
豊島ボランティアセンターでは、台風19号による被災地

支援の取り組みの一つとして、東京都社会福祉協議会の呼び
かけによる佐野市災害ボランティアセンター運営支援活動に
担当チーフが参加させていただきました。 

 
佐野市は秋山川の決壊等により、床上浸水1,210棟(10月21 

日時点）という住家被害に見舞われました。佐野市社協とし
ては、災害ボランティアセンターの立ち上げ経験がなく、 
どのように運営するか手探りの状況とのことでした。 

 
今回、運営支援という形で、 
ニーズ調査とボランティア派
遣 調整の部分に関わらせて   
いただきました。 

 
ボランティア活動の主な   
ニーズは室内の片付けと泥 
かきでした。建物に残った泥
水の跡を見ると、発災当時の 

  

  

 

＜11月受付：10/26～11/25受付分＞ 

43件5,754ｇ 

使用済み切手・書き損じハガキ

のご寄付ありがとうございました！！ 

佐野市災害ボランティアセンターの運営支援活動報告(派遣期間：2019.10.26～30) 




